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資源になる！『ごみ』から考える環境問題学習ガイド 第２部　5学年対象

立て処分です。埋め立てが行われる場所は「最終処
分場」と呼ばれます。
　「３R」の取り組みが進んだことで、一般廃棄物の排
出量は減少してきていましたが、ここ数年横ばいで推
移しています。ごみの最終処分場が満杯になってしま
うまでの「残余年数」は2022年度末の時点で23.4年
です。2000年代に比して伸びているものの、最終処分
場の数はおおむね減少傾向にあり、「３R」を進める一
層の努力が必要です。

コラム―産業の現場での３Ｒ―「飲料」の場合
　家庭や行政だけでなく、様々な産業の現場でも３Ｒに取
り組む努力が行われています。特に、2000年に「循環型
社会形成推進基本法」が制定され、その前後に、家電や
食品、自動車など、産業の個別分野ごとに５つの「リサイ
クル法」が制定されて整備された法体系の下で、事業者
に３Ｒへの取り組みが求められるようになりました。2012
年には小型家電の「リサイクル法」が制定され、個別物品
に応じたリサイクル法は6つとなっています。
　さらに、2022年4月からは、素材別の観点から、プラ
スチックの3Rを推進する法律が施行され、事業者をはじ
めとするすべての主体に取り組みが求められています。
　ジュース、コーヒーやビールなどの飲料業界でも、様々
な努力が行われていますが、容器に関する３Ｒについてみ
てみましょう。
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　現在清涼飲料の容器として、広く利用されているのはＰ
ＥＴボトルです。ＰＥＴボトルは1982年、清涼飲料の容
器として使用が始まり、今では、醤油、酒類でも使われて
います。
　ＰＥＴボトルは、まず軽量化が進められてきました。多
くの商品で、内容物の品質確保を前提としつつ容器を薄く
するなどして、使用する樹脂の量を減らすことが追求され

ており、57％もの軽量化に成功した商品もあります。
また、食品表示法により一定の表示義務が課される中で、
ラベルの縮小化を進め、現在では、ラベル自体を省いた
ラベルレス製品を登場させるなどの工夫も行われています。
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　再使用するために返却・回収ができる（リターナブル）
容器の代表的なものとして、牛乳びん、ビールびん、お酒
の一升びんなどがあります。これらは小売店などを通じて
メーカーに戻され、洗浄、消毒してそのまま再利用されて
います。特にビールびんは「リサイクルの優等生」といわれ、
びんだけでなく、びんを入れるプラスチック箱も含めて回
収率はほぼ100％です。
�Ôリサイクル
　1992年に業界で定めた「自主設計ガイドライン」によ
りPETボトル自体がリサイクルしやすく作られるよう努力し
ています。例えば、リサイクルのためにボトル本体への直
接印刷やボトルの着色、アルミキャップの使用の廃止も行
われました。消費者が回収に出しやすいよう、商品名など
を表記したラベルの材質を変えたり切れ込みを入れたりし
て回収の際にはがしやすくしたりすることや、潰しやすくし
て回収のときに減量できるようにするなどの工夫も行われ
ています。
　回収されたＰＥＴボトルは、果物用仕切りトレー、ボー
ルペン、クリアファイル、洋服、手袋、毛布、カーテンなど、
様々な再利用品に生まれ変わります。
　また、PETボトルをリサイクルして再びPETボトルとして
使用する“ボトルtoボトル”は、理想的な循環型リサイクルシ
ステムで、清涼飲料業界では、2030年までにその比率を
50%とすることを目指すことを宣言しています。
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写真提供：アサヒ飲料株式会社

通常製品 ラベルレス
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私たちにできること―暮らしのなかの       「３R」
⃝一人ひとりの毎日の取り組みが３R

の基本であることを学ぶ。
⃝暮らしのなかに３Rの様々な仕組み

があることを知る。

循環型社会を目指す、リデュース、リユース、リ
サイクルの「３R」の取り組みは、私たちの暮ら
しのなかから始めなくてはなりません。

　「３R」でもっとも大事なのがこの「リデュース」です。と
くに大切なのは、使い終わったときにごみになるものは
なるべく買わないということです。
◉買い物のとき

•マイバッグを持参して、レジ袋を断る。
•壊れにくく長く使えるものを選んで買う。
•必要なものを、必要な数だけ買う。
•なるべく包装していない量り売りの野菜を買う。
◉そのほかの場面

•食べ残しを出さないよう、食材を計画的に使う。
•�生ごみは水を切る（P.14コラム参照）などして量を

減らす。
•��ティッシュペーパーをむやみに使わず、ふきんや雑

巾を使う。
•�外出の際はお茶などを入れたマイボトルを持って

いく。

　故障したものでも修理して使ったり、中古品を売り買
いしたり、まちのなかには、リユースを助けてくれる仕組
みがたくさんあります。活用して、リユース上手になりま
しょう。
◉詰め替えできる商品を選んで買う

　シャンプー、洗剤、コーヒー、インクなどには、内容物だ
けを詰め替えて買い換えることができる商品がありま
す。プラスチックごみの回収に出す容器を減らすことで、

「リデュース」にもなります。乾電池も、繰り返し使える充

リデュース（ごみの量を減らそう）

リユース（繰り返し使おう）

ねらい
電池を買えば、乾電池ごみを減らすことができます。

◉修理サービスを利用する
　故障してもすぐ買い換えるのではなく、修理サービ
スを活用しましょう。電器店、靴店、家具修理店、カメ
ラ店、自転車店、寝具店（布団の打ち直しなど）など
で修理が可能です。
◉リサイクルショップ、古本屋を利用する

　要らなくなった服や物、本を買い取って売るのが
リサイクルショップや古本屋です。要らなくなったもの
を売ったり、お店で中古のものを買ったりしてみましょ
う（売りに行く際は保護者の同伴が必要です）。年に
数回しか使用しないものについては、レンタルするの
もよい方法です。
◉フリーマーケットやバザーを活用しよう

　フリーマーケットは、自分で着なくなった服や要らな
くなったものを販売して、欲しい人が買うという仕組
みで、日本でも休日の大きな公園などで開催されてい
ます。欲しいものがないか覗いてみましょう。また今日
では、インターネットを通じて要らなくなったものを売り
買いできるフリーマーケットサービスも普及しています

（サービスの利用には保護者の同意が必要です）。
　同様に中古品を持ち寄る仕組みとしては、学校や
教会などで、寄付を目的に行われるバザーがあります。
　また、地域のリサイクルセンターや広告誌などに
は、「ゆずります・ゆずってください」といったコーナー
もあり、地域の中で不要になったものを譲りたい人と、
それを求めている人がやりとりしています。
◉リターナブル容器を利用する

　中身を消費した後、洗浄してそのまま繰り返し使
える容器を「リターナブル容器」といいます。代表的
な「リターナブル容器」としては、牛乳びん、ビールび
ん、お酒の一升びんなどがあります。これらは使用後
に酒店などの小売店を通じて回収されると、「びん
商」という専門業者が洗って酒造メーカーに戻します。
メーカーはこれを再び容器として使うのです。
　ただし、安全性の観点からキズがつくと再使用で
きなくなるので、びん同士がこすり合うような混合回
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収の場合は、リターナブルのビールびんでも、「カレッ
ト」と呼ばれるガラス製品の主原料になります。

　私たちが暮らしのなかでできるリサイクルとしては、
不要になったものをきちんと分別して資源として回収
に出すことと、再生されたリサイクル商品を使っていくこ
との二つがあります。
◉分別をきちんとする

　「資源ごみ」として回収できるかどうかは「識別マー
ク」で確認するのが簡単です。

　「資源ごみ」として回収してもらうためには汚れた
ままでは出せませんので、「洗う（中の汚れを落とす）」
ことや、「取る（材料別に分ける）」「つぶす（運びやす
く）」の三つを心がけましょう。
　また、分別は正確に行うことが大切です。例えば、
誤ってプラスチック製容器包装の中に乾電池やラ
イター、カッターの刃などの危険物が混入している
と、リサイクルをする際、作業をする人がケガをしてし
まったり、設備故障の原因になります。また、ゲーム機
やモバイルバッテリーなどのリチウムイオン電池を含
む電子機器が混入すると、プラスチックのリサイクル

リサイクル（資源として生かそう）

識別マーク例

PETボトル 紙製容器包装 プラスチック製容器包装 飲料用スチール缶 飲料用アルミ缶

私たちにできること―暮らしのなかの       「３R」

資源になる！『ごみ』から考える環境問題学習ガイド 第２部　5学年対象

①学校や幼稚園・保育園で行われているバザーについて、どんな目的で行われているか調
べます。あるいは地域で行われているフリーマーケットでは、どんなものが売られてい
るのか調べます。

②不要だけれど、まだ使えるものは、どのようにするとごみにならないかを考えましょう。

手順

フリーマーケットやバザーがどのように行われているか調べてみましょう。

工場で火災が起こる可能性があります。これらにつ
いては、市町村で決められた回収方法があるので、
必ず確認してから出しましょう。

◉リサイクル商品の購入を心がける
　P.７で見たように、再生原料を素材とした「リサイク
ル商品」には様々なものがあります。表示ラベルに再
利用品であることが明記してありますので、探してみ
てください。
　古紙を利用した商品：トイレットペーパー、ノートなど。
PETボトルを利用した商品：定規、衣類など。

　携帯電話やパソコンなどの使用済み電子機器には金
などの貴金属やレアメタル（希少金属）が大量に含まれて
おり、貴重なリサイクル資源として「都市鉱山」と呼ばれて
います。この都市鉱山を再資源化することは資源枯渇問
題の解決策として注目されています。
　その活用として、「都市鉱山からつくる！みんなのメダル
プロジェクト」では、東京2020大会でアスリートに授与さ
れる入賞メダルを、みんなから集めた使用済み携帯電話
等の小型家電等から金属を集めて製作
しました。このプロジェクトでは、オリンピッ
ク・パラリンピックの金・銀・銅あわせて
約5,000個のメダルに必要な金属量を
100%回収することに成功しました。これ
は持続可能な社会の実現を訴える五輪
でも初の試みで、多くの人の協力で作ら
れたメダルが表彰台の選手の胸で輝くこ
とになりました。

コラム―携帯電話からできたメダル

参考：TOKYO 2020
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家庭排水の「３R」を考える

資源になる！『ごみ』から考える環境問題学習ガイド 第２部　５学年対象

⃝生活排水にも「３R」が必要なこと
を理解する。

⃝そのための具体的な方法を知る。

私たちの暮らしに欠かせない「水」も貴重な資源
です。その保全のために家庭での「３R」の取り
組みが求められています。

　私たちの家庭には、地下水から汲み上げるか、ある
いは川から引き込んで浄水場できれいになった水が、
上水道管を使って送られてきます。私たちが使用する
水の大部分は、雨や雪などの降水に由来します。
　我が国の年間降水量は約1,700ミリと世界平均の約
２倍ありますが、人口一人当たりにすると世界平均の
約4分の1にすぎません。また、降水は、地域的にも季
節的にも偏在します。このため、自然の川の流量では
足りず、ダムに水を貯留して水道水源とするなど、安定
的に水が使えるよう努力を重ねてきました。近年では、
温暖化による気候変動で、偏在の程度が拡大していま
す。水も貴重な資源なのです。
　2014年7月には水循環基本法が施行され、毎年8月1
日を「水の日」と定めています。

　東京の家庭で一人が1日に使う水の量は、平均215
リットル（令和４年度）です。つまりその分だけ汚れた
水を出しているわけです。家庭から出た排水は下水道
管を伝って下水処理施設に集められ、汚れが取り除か

水は貴重な資源

家庭排水にも「３R」が必要

ねらい
れて川や海に流されますが、処理に当たっては、下水
汚泥の発生、多くの電力消費を伴います。このため、生
活排水もまた「３R」の取り組みが必要なのです。
　家庭でできる取り組みとしては、水の流しっぱなし
をやめる、食器を洗う前に油汚れはふき取る（油は水
質をひどく汚すため）、水切り袋と三角コーナーを活
用して野菜くずなどをあまり流さないように気をつけ
る、米のとぎ汁はシンクに流さず花の水やりなどに使
う、などが考えられます。

　下水処理の過程でも、様々なリサイクルが行われて
います。例えば、下水処理の際に発生する「下水汚泥」
は、その有機分解時に発生するガスが発電用燃料な
どとしてエネルギー利用されるほか、自動車の燃料や
都市ガスとして供給されます。
　また、下水汚泥は堆肥化することで農地肥料として
農作物の生産に役立てることができます。汚れた水
をきれいにした再生水には栄養分が含まれ、また、き
れいにする際二酸化炭素や熱が発生しますが、これ
らも農業に利用できます。
　他にも、下水汚泥は、建設資材として下水道工事の
埋め戻しに利用されるほか、セメント原料、コンクリー
ト、骨材、ブロック、レンガ等の原料にも利用されます。

「下水汚泥」などのリサイクル

　琵琶湖に面した滋賀県高島市の針江（はりえ）地
区には、昔から「川端（かばた）」と呼ばれる独特の
仕組みが続いてきました。針江では、わき水を引いて
きた3段の洗い場が各家庭に設けられており、1段目
から3段目へと水が流れ落ちる仕組みになっています。
水を飲んだり、顔を洗ったりするのは、新鮮なわき水
に近い1段目で、2段目、3段目で食器などを洗います。
3段目の池には食べ残しなどが流れ込んで溜まります
が、ここには数匹の鯉が飼われていて、これらを食べ
てきれいにしてくれます。こうして、きれいになった水が、
家の前の用水路に流され、琵琶湖に流れ込むのです。

コラム―琵琶湖の知恵「かばた」

●家庭での水の使われ方

資料：東京都水道局 令和３年度一般家庭水使用目的別実態調査

風呂
43％

トイレ
20％

洗濯
16％

炊事
15％

洗面・その他  6％
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学校実践
事例

田園地帯を流れる拾
じっ

ケ
か

堰
せぎ

の美化活動
が彼方の海を気遣う心を育む
長野県安曇野市立豊科南小学校

（環境美化教育優良校等表彰事業　第20回　環境大臣賞）

　北アルプスをのぞむ豊かな田園に抱かれるように佇む同校では、その環境を生かし

て、近くを流れる農業用水路「拾ケ堰（じっかせぎ）」から水を引いた学校ビオトープを

1975年に設置しました（写真①）。現在は、アブラハヤやドジョウなどの魚や水生昆虫、

それらを捕食するサギなど多様な動植物が観察できるが、今から約20年前、学校ビオトー

プの一つである百石堰（ひゃっこくせぎ）には、ごみが日々流れ込み、掃除をしても追

いつかないほどでした（写真②）。

　対策として、児童は、取水元である拾ケ堰の清掃を行うクリーン大作戦を企画して実

施（写真③）。その姿に触発された大人も参加するようになり、20回を数える2019年

には、保護者や地域住民、団体、自治体職員ら総勢700名で行う一大行事に発展しました。

2016年、拾ケ堰は「世界かんがい施設遺産」に登録されました（写真④）。手応えを実

感する児童は、他にもアルミ缶回収活動や花壇整備など、学年に応じた美化活動に励ん

でいます（写真⑤）。

　拾ケ堰をきれいにすることは、海の豊かさを守ることにつながることを意識、児童は

持続可能な開発目標SDGsをしっかりと見据えています。

【まち美化キッズ動画】https://www.kankyobika.or.jp/kids/bm_toyoshinaminami.html

⃝① ⃝② ⃝③

⃝④ ⃝⑤
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アダプト・プログラムでまちを「わが子」に

資源になる！『ごみ』から考える環境問題学習ガイド 第２部　５学年対象

⃝住民自身によるまち美化の大事さを
理解する。

⃝地域の一員として主体的な責任を負
う自覚を身に付ける。

住民がまちをわが子のように思い、愛情をもって
清掃活動を行う「アダプト・プログラム」が、全
国に広がっています。

　アダプト（adopt）とは、英語で「～を養子にする」と
いう意味です。市民や企業が、ボランティアとして、道
路や公園、河川敷などの公共の場所をわが子のよう
に愛情をもって、継続的に清掃活動を行い、行政がこ
れを支援するものです。
　アダプト･プログラムはアメリカ・テキサス州で1985
年頃に始まり、その後、世界に広がりました。日本でも、
1998年以降、全国の自治体で導入されています。一部
の地域では、「アドプト･プログラム」と表しています。

　ボランティアを行う市民グループと行政は、対等な
パートナーとして協議し合意書を交わします。活動団
体として自治体に登録しているのは、町内会・自治会、
企業、ボランティア団体などが多く、対象区域は、駅前、
メインストリート、商店街、公園、河川、海岸など、多岐
に及んでいます。市民が清掃を担い、行政は対象区画
に活動団体の名前を示す看板を掲げたり、清掃用具

アメリカから始まった「まちの養子縁組」

行政と市民が対等に協力

ねらい
を提供したりするなどの支援を行います。
　アダプト・プログラムには、学校やボーイスカウトが
参加していることもあります。そうした活動は、まちの
美化について学び、主体的な活動を通じて地域社会に
貢献する一員としての自覚を醸成するのに役立つと言
えるでしょう。
　また、継続的な清掃活動によってまちがきれいにな
るのはもちろん、「拾う」という経験を通してポイ捨て
をしないようになるという啓発効果もあります。

自分のまちでの市民の清掃活動について調べてみましょう。
アダプト･プログラムを含めて、市民と行政がどんな形で協力してまちの美化を行っ
ているのか、役所の清掃・美化担当の部署に行って聞いてみましょう。

手順

●参加団体の分類別構成比

●対象とする場所（市区町村アダプトアンケート2023結果）

商店会、商業施設
1.4％

青年会、老人会、
婦人会 2.9％

その他 14.5％

駅前
繁華街

オフィス街
道路
公園
河川敷

海浜・海岸
港湾
湖岸

公共施設・文化施設
その他

地元企業27.7％

青年会議所、商工会議所 0.2％ライオンズクラブ、
ロータリークラブ 0.4％

学校 3.6％

同好会、サークル
9.4％

環境ボランティア団体
16.6％ 町内会、自治会 23.4％
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28.5％

資料：食品容器環境美化協会

資料：食品容器環境美化協会

市区町村による
アダプト

2023年アンケート
結果


